
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
  
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

兵庫県子ども・子育て支援推進本部ニュース 第 115 

         

  

平成 28 年（2016 年)１月 

ひょうご 

子ども未来通信１月号 
http://web.pref.hyogo.lg.jp/hw08/hw08_000000008.html 
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県下の児童養護施設で生活している子どもたちによ

る年に一度の文化祭が、「きぼう」をテーマに１１月２

８日（土）、明石市西部市民会館で開催されました。 

ステージではダンス、舞踊、合唱、和太鼓、エイサ

ーなど、それぞれ施設の趣向を凝らした演技が繰り広

げられました。文化祭をめざして練習を重ねてきた子

どもたちの演技は、４００名の観客を感動と笑顔の渦

に巻き込みました。 

 

 

（問）児童課：０７８－３６２－３１９８ 

 

 

展示コーナーでは書道、切り絵、工作など、心をこ 

めて制作したユニークな作品が展示され、来場者の目

を楽しませていました。 

また、この日は、子どもたちの支援に功績のあった

児童養護施設や乳児院職員に対する表彰も行われ、今

年度は健康福祉部長表彰２３名、健康福祉部こども局

長表彰１５名の方に四海こども局長から賞状が贈られ

ました。 

 

｢仕事と生活の調和企業認定｣募集中 
申請締切 
H28.1.15 

 ひょうご仕事と生活センターでは、企業に人材確保や業務効率の向上をもたらし、勤労者に働く意欲や働き
がいをもたらす「ワーク・ライフ・バランス」推進のため、ワーク・ライフ・バランスを実現する制度整備や、
制度が活用されるための働き方の見直し、組織風土の醸成等に向けた取り組みを実施し、一定の成果を収めて
いる企業、団体等を「認定」し、そして、さらに先進的な取り組みを実施している企業「表彰」しています。 

まずは、自己診断！ 

□ 質問項目ごとに自社の状況を確認することで、現状や課題と今後の取り組むべき方向性等を確認することができます。 
□「はい・いいえ」で回答できる５７の質問項目で構成されています。(一部、数値入力もあります) 
□ 各質問項目は自社のＷＬＢの状態を客観的に測るための「ものさし」です。 
           

■ ワーク・ライフ・バランス WEB 自己診断システム ■ 

認定・表彰のステップ      

ひょうご仕事と生活の調和推進企業宣言 WLB WEB自己診断システム 認定申請 

1月～2月頃 

ヒアリング実施(センター職員が訪問予定) 

2月～3月頃 

認定企業決定 

認定企業の声 申請方法 

      

下記提出書類をひょうご仕事と生活センターに郵送または持参してください。 
 ● 申請書 ※１ 
 ● 自己診断結果(結果が概ね★２つ以上が認定対象です) 
 ● 法令チェックリスト ※２      
   ※１及び※２はこちらからダウンロードできます 
           ↓ 

 http://www.hyogo-wlb.jp 

･企業説明会で、認定企業 
 だと伝えたところ、多くの
学生が集まってくれた。 
 ･認定された事で、従業員の意 

欲が高まった。 

(公財)兵庫県勤労福祉協会 ひょうご仕事と生活センター 
〠650-0011 神戸市中央区下山手通 6-3-28 兵庫県中央労働センター１F 
TEL：078-381-5277  FAX：078-381-5288  E-Mail info@hyogo-wlb.jp 
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夫の家事・育児分
担割合

良い父親
まあまあ
良い父親

普通
あまり良く
ない父親

良くない父
親

全体平均 31.4 27.6 31.3 8.9 0.8

夫：０　妻：１０ 12.8 14.2 37.5 29.9 5.6

夫：３　妻：７ 41.8 32.8 23.6 1.8 0

夫：５以上　妻：５
未満

57.2 22.2 19.8 0.8 0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 

 

 

父親の家事・育児分担割合と良い夫・父親としての評価は 

 

イーブンでは、再就職や起業をめざす方、働き方につい

て考えたい方を対象に、毎月様々なセミナーを開催してい

ます。いずれも受講料は無料で、1歳半～就学前のお子さん

の一時保育があります。詳しくはホームページで！   

（問）県立男女共同参画センター  

TEL：０７８－３６０－８５５０ 

神戸市中央区東川崎町１－１－３  

神戸クリスタルタワー７階（ＪＲ神戸駅から徒歩３分） 

◆ステップアップセミナー「一歩前に進む“コミュニケー

ションスキル”」 

日時：１月２２日（金）１３:３０～１６:００ 

定員：２０名（先着順） 

講師：小林 清美（コミュニケーショントレーナー／ 

キャリア・コンサルタント） 

◆再就職のためのパソコン講座～改めて学ぼう！ワード・

エクセル～ 

（短期・操作経験者向け）（テキスト代実費が必要） 

日時：１月２５日（月）～１月２９日（金）か 

２月１日（月）～５日（金）の４日間 

定員：ワードまたはエクセル 各コース１０名 

（応募者多数の場合は抽選） 

◆継続就業応援セミナー「『小１の壁』を知り備えよう！」 

日時：１月２８日（木）１０:３０～１２:００ 

◆育休復帰応援セミナー「育休復帰後のライフプランと

キャリアデザイン」 

日時：１月３０日（土）１０:００～１２:００ 

 

出展：「第３回(2014)子育て世帯全国調査」独立行政法人
労働政策研究・研修機構 〔H27.6.30公表〕 

：14.2％で合わせて３割弱にすぎません。夫婦が結婚して、家事、妊娠～出産、育児は女性に偏りがちです。

男性・夫は、お仕事で忙しいこともあろうかとは思いますが、女性・妻がこれらを抱え込んでしまっているし

んどさも理解してあげて、父親としての家事・育児への積極的な参加をお願いします。あったかくて、おだや

かに過ごせる家庭を築いていきませんか。 

 ひょうご家庭応援県民運動」だより VOL.２２  （問）（申）県男女家庭課 ０７８－３６２－３１６９ 
 

平成２７年度  

兵庫県・結婚から子育てへの切れ目のない支援委託事業 

FJK×マドレボニータによるスペシャル両親講座 

「陣痛って怖い？」｢赤ちゃんのお世話、大丈夫か

な？｣という不安以外にも、考えておきたい大切な

ことがあります。産後の心身の変化や適切な産後

ケア、産後のパートナーシップなどを学ぶ両親学

級を開催します。 

ぜひ夫婦一緒に学びましょう！ 

日時：平成２８年３月２６日（土） 

1３:３０～1５:３０ 

場所：兵庫県立男女共同参画センター 

（JR神戸駅すぐ） 

講師：吉岡 マコ さん 

（ＮＰＯ法人マドレボニータ代表理事） 

対象：子どもを迎えるカップル 

 （主に妊娠中～産後の方） 

 （生後６ヶ月までの赤ちゃんは同伴で 

  参加可） 

 （単身参加も可） 

定員：２０組（４０名）（先着順） 

一時保育：１歳半から就学前まで（無料・要予約） 

問合せ先：ＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン 

関西(FJK) 

     電話：０７２-８０８-６２４１  

(平日１０～１４時) 

 メール：info@fjkansai.jp 

「第３回(2014)子育て世帯全国調査」によると、夫

婦が行っている家事・育児の総量を 10として、妻・

母親に夫・父親の評価を尋ねたところ、夫・父親の

評価は、家事・育児への協力・分担度が重要なこと

が示されました。 

 家事・育児の半分以上を分担している夫・父親に

対しては、妻の評価は、「良い父親」：57.2％、「ま

あまあ良い父親」：22.2％で合わせて約８割になり

ますが、家事。育児を全くしない夫・父親に対して

は、「良い父親」：12.8％、「まあまあ良い父親」 

イーブン 検索 
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兵庫県版ベビーギフトカタログ“こんにちは、ひょうごっこ。”の 

カタログ・商品請求はお済みですか？ 
 

 .○事業目的 

子育て世帯の経済的な負担を軽減するとともに、安心して乳児を育てられる環境づ

くりに寄与するため、国の地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金を活用して、

乳児子育て支援事業として、兵庫県版ベビー用ギフトカタログを配布しています。 

 

○対象児：平成２７年１月～１２月生まれで、兵庫県内の市町に住民登録をされた 

赤ちゃん 

 

○進呈内容：第１・２子：１万円相当 

第３子以降：３万円相当 

 

○カタログの請求期限：平成２８年２月１５日（月）（当日消印有効） 

申込書は、出生届の情報を元に、お住まいの市町から順次発送しています。 

 

○商品の引き換え請求期限：平成２８年３月１５日（火）（必 着） 

 ・お申し込みは、できるだけ WEBをご利用ください。 

[ひょうごっこ] http://www.hyogocco.com  

(パソコンやスマートフォンでご利用いただけます) 

  ・お届けに時間を要するものや、既にお申し込みいただけない品物があります。 

 

  ※締切り間近になりますと、お申し込みが集中して発送が遅れる場合がありますので、

カタログ、商品とも、できるだけ早めにお申し込みください。 

   ※カタログ・商品とも、請求期限を過ぎると受付できません。 

 

○問い合わせ先 

   〔制度全般に関すること〕 

兵庫県健康福祉部こども局こども政策課 

ＴＥＬ：０７８-３６２-４１８３  FAX:０７８-３６２-３０１１ 

（平日：９：００～１７:４５） 

〔ギフトカタログ商品の発送に関すること〕 

    「こんにちは、ひょうごっこ。」専用ダイヤル 

（平日：９：００～１８:００、土曜日：９：００～１７:００） 

      固定電話 フリーダイヤル：０１２０-００１-１０３（通話料無料） 

      携帯電話 フリーダイヤル：０５７０-００１-１７０（通話料要） 

      ※株式会社フェリシモに委託  

 

http://www.hyogocco.com/
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※編集部からのお知らせ 

 「ひょうご子ども未来通信」は、市町、企業、商工会議所、商

工会、青年会議所、地域団体・NPO、県関係機関などや希望者

に電子メールにより配信しています。新たに配信を希望される方

は、下記アドレスに「未来通信・配信希望」と送信してください。

未来通信に掲載する記事も随時、募集しております。ご希望の方

は下記までご連絡下さい。 

兵庫県子ども・子育て支援推進本部 

（健康福祉部こども局こども政策課）

kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp 

 

 

こども・子育てひみつ基地 検索 
https://www.facebook.com/kodomo.himits

 

 

◆ジョルジョ・モランディ展関連 鑑賞ワークショップ 

「ならべる ながめる ビンとつぼ」 

日時：１月９日（土）１０:３０～１２:３０ 対象：小・

中学生とその保護者２０名（小２以下は要保護者同伴） 

※前日まで申込受付（先着順）参加費：300円（材料費、

保険） 

◆神戸っ子アートフェスティバル関連 

日時：１月３０日（土）・３１日（日）対象：どなたでも 

参加費：無料、申込不要、こども優先 

①「こどもワークショップ」両日１１:００～１４:００ 

（受付は終了時刻の 30分前まで） 

ペットボトルのキャップを並べて、みんなで作品をつ

くろう。受付場所：ホワイエ 

②「美術館探検ツアー」両日１４:００～１４:３０ 

県立美術館の建物を探検しながら見どころを紹介する

よ。家族で参加してね。受付場所：ギャラリー棟 3階、

階段上がって右（海が見える場所） 

申込み・問合せ先： 

〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通１－１－１  

兵庫県立美術館「こどものイベント」係 

■一時保育のお知らせ■ 

１月１６日(土)、１月２７日（水）実施予定（前日までに

要予約、有料） 

問合せ：NPO法人 子育ち家族サポートふるーる           

TEL:０９０－３９４８－３７１９ 

FAX:０７８－７５５‐０９７３ 

E-mail:kako-o-kako@m6.gyao.ne.jp 

 

お正月を祝う行事には、由来や意味があります。 

今月は「お正月あそび」を通して、伝統や文化に 

触れてみませんか？ 

◆外で体を動かして遊ぶ「凧揚げ」は、 

元々占いや厄よけ。男の子の出生を 

祝い、無事成長して欲しいという祈 

りを込め、あげられるものでした。 

 また、「羽根つき」は災害や病気を払うといわれ、 

女の子の無病息災の願いを込め、現代でも縁起と 

して羽子板を贈る習慣が残っています。 

◆「笑う門には福来たる」の諺通り、完成した顔に

思わず笑ってしまう「福笑い」は、手作りしても

面白いですね。 

◆ポルトガルから伝わったカードに、日本の貝合わ

せという遊びが結びついてできた「かるた」。種類

が豊富な「いろはかるた」や、「百人一首」などお

子さんの年齢に合わせて選ぶことができます。 

他にも、技術が必要な紐を使う「独楽まわし」に挑

戦したり、大勢で「双六」を楽しん

だり、余裕があれば「歳時記」の本

をお子さんと一緒に読むのもいいで

すね。 

 

 (問)おもちゃコンサルタント     

竹下 あきこ    

 E-mail：momlabo@gmail.com 

 

兵庫県では少子化対策の一環として「ひょうご出会い
支援事業」を平成 11 年から推進し、本年４月には成婚
カップルが 1,000 組に到達しました。 
結婚を希望される独身の方は、兵庫県内に 10 カ所また

は東京に開設した「ひょうご出会いサポートセンター」
で１対１のお見合いをすることができます。 

 

○はばタン会員（お見合い）＜年度登録料 5000 円＞ 
○あいサポ会員（イベント参加）＜登録無料＞ 
 

 

 
☆詳細は「ひょうご 出会い」検索 

http://hdsc.seishonen.or.jp    
 (問)ひょうご出会いサポートセンター 

078-891-7４1５ 

mailto:kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp
http://hdsc.seishonen.or.jp/

